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共
闘
の
力
、
政
権
に
「
黄
信
号
」

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
十
嵐　
仁
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
元
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、『
東
京
民
報
』
第
２
０
９
６
号
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
９
年
８
月
４
日
付
、
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

日
本
の
未
来
を
問
う
選
挙
戦
と
な
っ
た
参
院
選
（
７
月
21
日
投
開
票
）
が
終
わ
り
ま
し
た
。
自
民
、
公
明
、
維
新

　
　

の
改
憲
勢
力
が
参
院
の
３
分
の
２
を
失
う
一
方
、
安
倍
首
相
は
「
与
党
で
過
半
数
を
維
持
し
た
」
と
勝
利
を
強
調
し

　
　

て
い
ま
す
。
結
果
を
ど
う
み
る
か
、
政
治
学
者
の
五
十
嵐
仁
さ
ん
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
に
聞
き
ま
し
た
。
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自
民
党
の
「
４
つ
の
敗
北
」

　
　
　

―
安
倍
政
権
は
、
参
院
選
で
「
国
民
の
信
任
を
得
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

投
票
率
１
％
分
で
、
約
１
０
０
万
票
が
動
く
の
で
、
投
票
率
が
上
が
れ
ば
、
与
党
敗
北
の
大
き
な
雪
崩
（
な

だ
れ
）が
起
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
投
票
率
は
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も「
表

層
雪
崩
」
は
起
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
自
民
党
は
４
つ
の
敗
北
を
喫
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
改
選
前
か
ら
９
議
席
減
っ
た
こ
と
。
二

つ
目
に
、
比
例
得
票
数
を
前
回
16
年
比
２
４
０
万
票
も
減
ら
し
た
こ
と
。
三
つ
目
に
、
自
民
党
単
独
過
半
数
を

参
院
で
割
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
４
つ
目
の
敗
北
が
、
改
憲
勢
力
３
分
の
２
を
失
っ
た
こ
と
で
す
。

　

４
つ
も
負
け
れ
ば
、
十
分
で
し
ょ
う
（
笑
）。
最
初
か
ら
「
与
党
で
過
半
数
維
持
」
と
い
う
低
い
勝
敗
ラ
イ
ン

を
設
定
し
て
い
た
か
ら
、
印
象
操
作
で
「
勝
利
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
　

次
に
つ
な
が
る
健
闘

　
　
　

―
野
党
の
結
果
は
。

　

野
党
共
闘
に
つ
い
て
、マ
ス
コ
ミ
は
「
一
定
の
効
果
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、実
際
は
「
大
き
な
効
果
」
で
す
。

１
人
区
で
の
野
党
勝
利
が
、
改
選
２
議
席
か
ら
10
議
席
に
増
え
た
こ
と
が
、
自
民
党
敗
北
の
大
き
な
要
因
で
す
。

　

３
年
前
の
参
院
選
で
の
野
党
統
一
候
補
の
勝
利
が
11
で
、
今
回
は
10
と
横
ば
い
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。
数
を

見
る
と
そ
う
で
す
が
、
中
身
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
選
挙
で
は
、
32
の
一
人
区
の
う
ち
、
野
党
の
現
・
前
・
元
職
が
11
人
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回

は
前
１
、
元
１
だ
け
で
、
後
は
全
て
新
人
候
補
で
す
。

　

新
人
候
補
は
知
名
度
の
点
で
、
大
き
く
出
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
選
挙
戦
を
10
メ
ー
ト
ル
後
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
が
新
聞
各
紙
の
序
盤
情
勢
予
測
で
の
野
党
候
補
の
厳
し
さ
に
現
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
か
ら
追
い
つ
き
、
ゴ
ー
ル
手
前
で
追
い
越
し
て
10
人
が
当
選
し
た
。
共
闘
効
果
な
し
に
は
、
生
ま

れ
な
か
っ
た
成
果
で
す
。

　
　
　

―
共
産
党
は
７
人
の
当
選
で
し
た
。

　

比
例
選
挙
で
改
選
か
ら
１
減
ら
し
た
の
は
残
念
で
し
た
。
た
だ
、
２
０
１
７
年
の
総
選
挙
に
比
べ
て
比
例
票

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
し
、
２
０
１
６
年
の
参
院
選
で
は
比
例
と
選
挙
区
合
わ
せ
た
当
選
が
６
人
だ
っ
た
の
を
、

今
回
は
埼
玉
で
新
た
に
議
席
を
得
る
な
ど
７
人
当
選
さ
せ
た
こ
と
も
、
重
要
な
点
で
す
。
全
体
と
し
て
、
次
に
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つ
な
が
る
健
闘
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

東
京
で
は
、
吉
良
さ
ん
が
す
ば
ら
し
い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
問
題
を
は
じ
め
、
こ

の
６
年
間
の
実
績
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

―
低
投
票
率
に
つ
い
て
は
、
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
、
選
挙
戦
を
ほ
と
ん
ど
報
じ
な
い
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
ょ
う
。
政

権
側
も
、
予
算
委
員
会
を
開
か
ず
、
改
元
フ
ィ
ー
バ
ー
や
米
大
統
領
来
日
な
ど
を
政
治
利
用
し
て
、
参
院
選
に

関
心
が
向
か
な
い
よ
う
に
仕
向
け
ま
し
た
。

　

選
挙
後
、
メ
デ
ィ
ア
で
低
投
票
率
が
問
題
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
だ
っ
た
ら
論
戦
を
も
っ
と
伝
え
、

選
挙
の
関
心
を
高
め
て
投
票
率
を
上
げ
る
べ
き
で
し
た
。

　
　
　

充
実
し
た
共
通
政
策

　
　
　

―
総
選
挙
で
の
野
党
共
闘
が
、
次
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

今
回
の
野
党
の
共
通
政
策
は
、
量
の
面
で
も
質
の
面
で
も
非
常
に
充
実
し
ま
し
た
。

　

野
党
の
共
通
政
策
は
、
16
年
参
院
選
で
の
４
項
目
の
「
５
党
合
意
」
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
と
き
は
、
政
策

的
な
内
容
は
「
安
保
法
制
廃
止
」
の
１
項
目
だ
け
で
、
他
は
選
挙
で
の
協
力
な
ど
で
し
た
。
17
年
総
選
挙
で
は
、

市
民
連
合
か
ら
の
提
案
を
各
党
が
合
意
す
る
形
で
、
７
項
目
に
増
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
意
は
項
目
が
13
に
増
え
て
、
内
容
の
面
で
も
、
１
カ
月
ほ
ど
か
け
て
各
党
が
原
案
を
も
と
に
練
り

上
げ
て
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
院
の
１
人
区
は
32
で
し
た
が
、
衆
院
は
全
国
２
８
９
の
小
選
挙
区
が
す
べ
て
１
人
区
で
す
。
こ
こ
で
し
っ

か
り
と
し
た
相
互
支
援
、
相
互
協
力
の
共
闘
を
つ
く
り
、
共
通
政
策
も
練
り
上
げ
れ
ば
大
き
な
成
果
が
出
る
で

し
ょ
う
。

　
　
　

―
「
政
治
の
安
定
こ
そ
争
点
」
と
し
て
参
院
選
を
た
た
か
っ
た

　
　
　
　

安
倍
政
権
の
今
後
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　

参
院
で
単
独
過
半
数
を
失
い
、
自
民
党
だ
け
で
法
案
を
通
す
こ
と
は
不
可
能
に
な
り
、
安
倍
政
権
の
「
安
定
」

に
は
黄
信
号
が
と
も
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
を
見
れ
ば
、日
韓
関
係
の
悪
化
、日
米
貿
易
交
渉
で
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
の
要
求
、米
中
貿
易
摩
擦
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ
の
「
有
志
連
合
」
派
遣
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
、
世
界
と
日
本
の
政
治
・
経
済
に
大

混
乱
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
要
因
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。
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し
か
も
、
経
済
の
冷
え
込
み
が
明
ら
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
税
増
税
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
異
次
元
金
融
緩
和
か
ら
の
「
出
口
戦
略
」
も
い
ず
れ
必
要
に
な
り
、
国
債
暴
落
な
ど
経
済
の

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
も
大
き
な
心
配
で
す
。

　
「
安
定
」
ど
こ
ろ
か
、
疾
風
怒
濤
が
渦
巻
く
大
揺
れ
の
中
で
の
船
出
で
、
前
途
多
難
と
い
う
べ
き
で
す
。


